
第38回大会〕

B 65 ｋの履心地の条件と試履によるフイツト感について

和洋女大文家政　○河本美琴子

福島大教育　田口秀子

被　服　137

目的　履心地の良い裔､を追究する基礎資料を得るa.めに、女子学生か所持する*liiC ついて

調査を行った結果、履心地の良い私の条件は、ヒ―ルの高低、耐久性、柔軟性、通気性が

主たる要因で、局部的圧迫による障害を起(1 さ々いものであることを認めた。今回はこれ

らをよ!)具体化するために調査を行うとともに、試作飢について履心地の検討を行った。

方法　対象は、18 ～21歳の女子学生5 27名で、アンケート方式で行ったo また、22. 5 , 25

.0 、25.5 、24.Oomのサイズの‘秘を試履用として試作し、各々、10名の試履者による試履を

実施し、着用前と着用後のフィット感等について吟味を行ったｏ

結果　1 ）履心地の良い飢の条件として、歩きやすい（86.2 価）,疲れたい（8^.o価）,

全体的によくフィットしている( 76 j 価）,つま先がきっくない（65 ｡1 i> ）等、機能性及

びフィット感をあげる割合が多く、外観、デザインにはあ■i りこだわっていないo 2 ）秘

の所持率を種類別にみるとパンプス、ローヒールが多く、履心地が良く、その利用度の高

い丸では１　）の条件をすべて満たしている者が多いo ろ）私に対するブランド意識につい

ては、こだわらない者が全体の81 ｡5 価で、多くの者は購入時の艮履を重視しているo即ち

、購入時の履心地感が、靴の履心地を左右する条件の多くを満たしているものであれば購

入するという形をとってi- り、疵の履心地は飢嘸入時の感｡覚に大きく左右されることを認

めた。そこで、40名の被検者に被検ｋをフィッティングしたところ、履心地が良いとした

者は閉限で25 ～60 価あったが、検者の観察では主として練に間隙がみられたo またヽ5名

の者による試履ではフィットした銅ﾋ｡が１ヶ月以内にゆるみを感じている結果を得た。

B 66 履物の重心移動解析の一知見

福島大教育　○田口秀子

和洋女大文家政　川村一男

目的　履物は、履心地を重視して作られたものでなければならｶ:いが、良い履物を履くこ

とは、単に歩く動作を快適にするのみでなく全身的座健康保持にも役立っであろうo一般

的には、足と一体に々り得る履物が良い履物とされているが、最適々靴を選び履用するこ

とは難しいo私達は、足と一体化しやすい靴を履用した時には、重心の安定が良くなると

いう考え方から身体重心移動を泌絃し、その分析を試み履心地と安定度の関係を追究した。

方法　実験には６名の成人女子を被験者として、裸､足、ローヒール、ハイE一ル履用の三

条件でに直立開眼20秒間の重心移動を重心解析システムにI り記録し解析を行っito分析

内容は、重心移動総線長、総面積、Ｘ、Ｔ軸ヒストグラム、前後左右８方向線長・速度及

び加速度の各積算図・積算値であるｏ

結果　総線長は、裸足とローヒールとでは19 *、更にハイヒー･ル履用では6 価増加し、こ

れらの総面積は、蕨足よかもローヒールは23 *、更にハイヒールでは30 価の増加であるｏ

また全体の面積を1 00とした場合のヒストグラムのＸ軸の移動のピ― クは蕨足68.9 *、ロ

一1二一゛71 .5 Ik、ハイヒール66.5 -aであ!）、Ｔ軸のピークは裸足44 .6 価、a ―ヒール53 .5

価、ハイヒール35 .7価であった。8方向における重心移動を線長に見ると、m.足では上下

方向に4 00 心4 1ろmm、左右方向に5 42へ､561.5mmであり、X2 ーヒールでは上下527.5 ～557.5miii

ゝ左右527.5 ゛ 601ramゝ 　゛イヒ一ルでは上下5 65～59 4.5mm、左右575.5 ～617 mmであった。ｉ

だ、これら各方向の速度は54 .5～1 05211m／sで、これに対する加速度は1 2 33～1914mm／g'とな

った。以上の経過から、重心移動の解析が履心地を決める因子になり得ると考え､るｏ


